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ビタミン D 摂取と 1 型糖尿病のリスク：観察研究のメタアナリシス 









ビタミン D は、1 型糖尿病の予防に効果的であると言われている。 しかし、観察研究の結果で
は矛盾が見られた。 観察研究のメタアナリシスを実施することによってそれらの関連性を調べ
ることにした。 症例対照研究とコホート研究の両方を初めとした関連研究を特定するために、
複数のデータベースを 2013 年 6 月に検索した。 統計リスク推定値の計算には、固定効果モデ
ルまたはランダム効果モデルのいずれかを使用した。 小児・若年期のビタミン D 摂取および妊
娠中の母親のビタミン D 摂取に関する 3 件の研究（コホート研究 2 件と症例対照研究 1 件）で
8 件の研究（コホート研究 2 件と症例対照研究 6 件）を確認した。 小児・若年期のビタミン D
摂取グループと非摂取グループを比較した 1 型糖尿病の統計量オッズ比は、0.71（95％信頼区
間[CI]、0.51-0.98）であった。 症例対照サブグループ分析では同様の結果が観察されたが、コホ
ートサブグループ分析では観察されなかった。 妊娠中にビタミン D を摂取した母親の統計量オ
ッズ比は、0.95（95％CI、0.66-1.36）であった。 結論として、小児・若年期のビタミン D 摂取
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